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私
た
ち
の
住
む
山
吹
区
は
、
自
然
環
境
と
景
観
に
恵
ま
れ
た
人
情
豊
か
な
ふ
る
さ
と
で
す
。

区
民
の
誇
り
で
あ
る
こ
の
ふ
る
さ
と
を
乱
開
発
か
ら
守
り
、
貴
重
な
文
化
財
や
伝
統
芸
能
を
大
切

に
し
て
い
く
の
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
努
め
で
す
。

区
で
は
、
区
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
自
主
的
に
区
の
規
定
を
設
け
区
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

よ
り
快
適
な
生
活
環
境
向
上
の
た
め
、
私
た
ち
は
二
十

一
世
紀
の
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
住
民
の
合
意
に
基
づ
き
次
の
協
定
を
守
り
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
山
吹
区
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
景
観
保
全
の
た
め
、
秩
序
あ
る
開
発
に
努
め
ま
す
。

一
、
山
吹
区
内
に
所
有
す
る
農
地
、
山
林
、
原
野
な
ど
を
転
用
し
た
り
、
売
買
す
る
場
合
は
、
地
区
内

で
検
討
し
、
区
に
届
け
ま
す
。

一
、

私
た
ち
は
、
山
吹
区

へ
の
転
入
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、
お
互
い
理
解
し
あ

っ
て
融
和
に
務
め
ま

す
。

一
、

山
吹
区
の
運
営
は
、
区
費
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
入
者
を
含
む
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を

理
解
し
区
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
区
費
を
納
入
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
区
有
財
産
を
大
切
に
し
、
区
有
林
の
手
入
れ
に
は
す
す
ん
で

参
加
し
ま
す
。

一
、

山
吹
区
に
は
各
地
区
に
貴
重
な
伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
保
存
と
継
承
に
努
め
ま
す
。

一
、

私
た
ち
は
、
地
域
の
住
居
環
境
を
守
り
、
里
道
づ
く
り
、
河
川
の
清
掃
、
ご
み
収
集
等
の
作
業
に

進
ん
で
参
加
し
ま
す
。

一
、
山
吹
区
に
は
各
地
区
、
地
域
に
集
会
所
等
便
利
な
共
有
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
施
設

を
積
極
的
に
利
用
し
、
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
区
民
の
連
帯
を
深
め
、
地
域

コ
ミ
ニ
テ
ィ
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
公
民
館
活
動
等

に
進
ん
で
参
加
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
敬
老
の
念
を
常
に
忘
れ
ず
、
先
輩
の
教
え
に
耳
を
傾
け
、
い
た
わ
り
の
心
を
持
ち
ま

す
。

一
、
青
少
年
は
、
地
域
の
宝
、
私
た
ち
は
愛
情
を
も

っ
て
温
か
く
見
守
り
、
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

一
、

私
た
ち
は
、
交
通
法
規
を
守
り
、
区
民
か
ら
交
通
事
故
の
被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に

努
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
防
火
防
犯
意
識
の
高
揚
と
普
及
に
努
め
、
犯
罪
や
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
ま

す
。

右
協
定
は
、
平
成
十
三
年
七
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
。
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